
 

 

 

 

 

日時：2022 年 12 月 17 日（土）13:30-16:45 

開催形式：リモート開催 
                                                                                                                          

 

 

 

 

内容 

1． 基調講演：ミルク・サプライチェーンにおけるコロナ禍の影響と変化 

－コロナ禍・資材高騰の二重の危機の視点から－ 

清水池 義治 氏（北海道大学大学院農学研究院 准教授） 

 

2． 実践報告 

牛乳の生産、ミールキットの企画・利用、大学生協食堂の様子から、食消費のあり方を考えます。 

第 1 報告 大山乳業農業協同組合 酪農指導部 今吉 正登 氏   

第 2 報告 コープきんき事業連合 宅配商品部 統括 斎藤 徳人氏   

第 3 報告 立命館生協 食堂部門 統括店長 石角 大樹 氏  

・コメント：原田 英美 氏（福島大学食農学類 准教授） 

・コーディネーター：山野 薫 氏（近畿大学 当研究所運営委員・理事） 

 

【申込み方法】  

E-Mail か、以下のＱＲコード・ＵＲＬから、Ｇoogle フォームでお申し込みください。 

※E-Mail でお申し込みの場合も「氏名」「E-Mail アドレス」「連絡先電話番号」「所属団体」の記

載をお願いします。 

E-mail: kki@ma1.seikyou.ne.jp（1 は数字） 

 

【申込〆切】 12 月 10 日（土）    

お申込み後、受付確認のメールを頂戴したメールアドレスにお送りします。もし、受付確認の連絡が 

ない場合は、研究所までご連絡下さい。参加 Zoom 情報は開催数日前にメールでご連絡します。 

【参加費】無料 【お問合せ】電 話：０７５－２５６－３３３５ E-mail: kki@ma1.seikyou.ne.jp 

 

 

くらしと協同の研究所 第 3回 特別研究会 

―コロナ禍で加速する食消費の変化とその影響― 

生活スタイルや食生活の変化が叫ばれるようになって久しいが、新型コロナウイルス感染症の

拡大は食消費の場面にさらなる変化をもたらした。しかし、それは消費者だけにとどまる問題で

はなく、農業生産や食供給の段階にも様々な影響となって表れた。コロナ禍において、消費者の

行動はどのように変化し、生産者や食供給に関わる人々はどのような課題に直面したのかを、具

体的な事例を踏まえながら考えます。                                      

                                             

                                                                                        

                                             

                                             

＜主催＞くらしと協同の研究所 
住 所：京都市中京区烏丸通二条上ル蒔絵屋町 258 コープ御所南ビル 4F 

電 話：０７５－２５６－３３３５  ＦＡＸ：０７５－２１１－５０３７ 

URL:  http://www.kurashitokyodo.jp 

 

https://qr.paps.jp/lqsJJ 


